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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

　

　当社は、平成22年８月13日提出の臨時報告書に記載のとおり、連結子会社の臨港商事株式会社における不適切な経理処

理について、過年度決算を訂正する方針を決定いたしました。

　これに伴い、平成20年８月13日に提出しました第148期第１四半期（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）四

半期報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、四半期報告書の訂正報告書を

提出するものであります。

　四半期連結財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所についてはXBRLの修正も行いましたので、併せて修正後のXBRL形

式のデータ一式（表示情報ファイルを含む）を提出いたします。

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受け、その四半期レ

ビュー報告書を添付しております。

　

２【訂正事項】

　第一部　企業情報

　第１　企業の概況

　１　主要な経営指標等の推移

　第２　事業の状況

　３　財政状態及び経営成績の分析

　(1）業績

　(2）キャッシュ・フローの状況

　第５　経理の状況

　１　四半期連結財務諸表

　(1）四半期連結貸借対照表

　(2）四半期連結損益計算書

　　　　第１四半期連結累計期間

　(3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

　　　　注記事項

　　　　（四半期連結貸借対照表関係）

　　　　（セグメント情報）

　　　　　　事業の種類別セグメント情報

　　（１株当たり情報）

　

３【訂正箇所】

　訂正箇所は＿＿線を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

（訂正前）

回次
第148期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第147期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（百万円） 6,498 22,587

経常利益（百万円） 357 884

四半期（当期）純利益（百万円） 240 262

純資産額（百万円） 15,035 14,745

総資産額（百万円） 45,827 43,979

１株当たり純資産額（円） 557.24 546.48

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
8.92 9.74

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
― ―

自己資本比率（％） 32.8 33.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
295 919

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△317 △1,903

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△30 1,057

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
347 400

従業員数（人） 813 800

　（注）１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式がないため、記載しておりません。
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（訂正後）

回次
第148期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第147期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（百万円） 6,498 22,587

経常利益（百万円） 344 878

当期純利益又は四半期純損失(△）

（百万円）
△61 223

純資産額（百万円） 14,605 14,617

総資産額（百万円） 45,423 43,851

１株当たり純資産額（円） 541.31 541.72

１株当たり当期純利益金額又は１

株当たり四半期純損失金額（円）
△2.26 8.28

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
― ―

自己資本比率（％） 32.2 33.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
295 919

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△317 △1,903

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△30 1,057

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
347 400

従業員数（人） 813 800

　（注）１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　第147期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、潜在株式がないため、記載しておりません。　

３　第148期第１四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、１株当たり四

半期純損失であり、潜在株式がないため、記載しておりません。　
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第２【事業の状況】

３【財政状態及び経営成績の分析】

（訂正前）　

(1) 業績

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、原油を始めとする原材料価格の高騰などにより、景況感は悪

化しつつあるものと認識しております。

このような事業環境の中にあって、当社企業グループは、顧客満足度を最優先に位置づけ、積極的な営業活動を展

開し、継続して現場作業、業務の効率化に努め、各事業部門を強化して参りました。

これらの結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は６４億９千８百万円、経常利益は３億５千７百万円、当四半
期純利益は２億４千万円となりました。

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

[運輸作業部門]

港湾運送事業における船内取扱数量は、一般貨物は増加したもののコンテナ貨物が減少した結果、１５２万１千

トンとなり、貨物自動車運送事業取扱収入及び倉庫事業収入などを合わせた同部門の収入は２７億１千２百万円と

なりました。

損益面では、将来の業容拡大を意図した設備投資を実行した結果、減価償却費などが増加し、営業利益は２億７千

５百万円となりました。

[港湾部門]

入港船舶数が減少した結果、同部門の収入は６千万円となりましたが、営業利益は９百万円となりました。

[不動産部門]

前年第４四半期より小型宅地開発の販売を開始した結果、同部門の収入は１億３千３百万円、営業利益は１億１

百万円となりました。

[機械販売部門]

建設機械販売の売上が増加した結果、同部門の収入は５億４千万円、営業利益は１千５百万円となりました。

[ホテル事業部門]

株式会社ホテル新潟は、新潟市内の競争激化により減収傾向が続いております。株式会社ホテル大佐渡について

も、宿泊人数は増加しましたが宿泊単価が下落し減収となっております。その結果、同部門の収入は８億８千２百万

円、営業利益は９百万円となりました。

[商品販売部門]
貿易部門及び建材・商品部門ともに取扱が増加した結果、同部門の収入は１７億５千５百万円、営業利益は４千
８百万円となりました。

[その他事業部門]

内航海運取扱事業は、取扱隻数が増加し増収となりました。その結果、通関業、船舶代理店業、航空貨物代理店事

業、保険代理店事業、ＯＡ機器販売事業、木材リサイクル事業を合わせた同部門の収入は４億１千２百万円、営業利

益は１億４千４百万円となりました。

(2) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、営業活動による収入超過２億９千５百万円、投資

活動による支出超過３億１千７百万円、財務活動による支出超過３千万円などにより、前連結会計期間末に比べて

５千２百万円減少し、３億４千７百万円（前連結会計期間末比１３．２％減）となりました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)
税金等調整前四半期純利益３億４千５百万円、減価償却費１億５千６百万円、仕入債務の増加４億４百万円に対
して、売上債権の増加７億４千７百万円などにより、２億９千５百万円の収入超過となりました。

売上債権の増加につきましては、主に、機械販売部門の建設機械、商品販売部門の貿易関連商品や建設資材などの

売上債権が増加したことによるものであります。仕入債務の増加につきましては、主に、機械販売部門の建設機械や

商品販売部門の建設資材などの仕入債務が増加したことによるものであります。　
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(投資活動によるキャッシュ・フロー)

有形固定資産の取得による支出などにより３億１千７百万円の支出超過となりました。

有形固定資産の取得による支出につきましては、主に新潟東港地区の東港ターミナル６号上屋、７号倉庫の完成

によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

短期借入金の純増５億円、長期借入金の純減３億５千４百万円、親会社による配当金の支払１億７千５百万円な

どにより３千万円の支出超過となりました。

（訂正後）　

(1) 業績

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、原油を始めとする原材料価格の高騰などにより、景況感は悪

化しつつあるものと認識しております。

このような事業環境の中にあって、当社企業グループは、顧客満足度を最優先に位置づけ、積極的な営業活動を展

開し、継続して現場作業、業務の効率化に努め、各事業部門を強化して参りました。

これらの結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は６４億９千８百万円、経常利益は３億４千４百万円、当四半
期純損失は６千１百万円となりました。

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

[運輸作業部門]

港湾運送事業における船内取扱数量は、一般貨物は増加したもののコンテナ貨物が減少した結果、１５２万１千

トンとなり、貨物自動車運送事業取扱収入及び倉庫事業収入などを合わせた同部門の収入は２７億１千２百万円と

なりました。

損益面では、将来の業容拡大を意図した設備投資を実行した結果、減価償却費などが増加し、営業利益は２億７千

５百万円となりました。

[港湾部門]

入港船舶数が減少した結果、同部門の収入は６千万円となりましたが、営業利益は９百万円となりました。

[不動産部門]

前年第４四半期より小型宅地開発の販売を開始した結果、同部門の収入は１億３千３百万円、営業利益は１億１

百万円となりました。

[機械販売部門]

建設機械販売の売上が増加した結果、同部門の収入は５億４千万円、営業利益は１千５百万円となりました。

[ホテル事業部門]

株式会社ホテル新潟は、新潟市内の競争激化により減収傾向が続いております。株式会社ホテル大佐渡について

も、宿泊人数は増加しましたが宿泊単価が下落し減収となっております。その結果、同部門の収入は８億８千２百万

円、営業利益は９百万円となりました。

[商品販売部門]
貿易部門及び建材・商品部門ともに取扱が増加した結果、同部門の収入は１７億５千５百万円、営業利益は３千
６百万円となりました。

[その他事業部門]

内航海運取扱事業は、取扱隻数が増加し増収となりました。その結果、通関業、船舶代理店業、航空貨物代理店事

業、保険代理店事業、ＯＡ機器販売事業、木材リサイクル事業を合わせた同部門の収入は４億１千２百万円、営業利

益は１億４千４百万円となりました。

(2) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、営業活動による収入超過２億９千５百万円、投資

活動による支出超過３億１千７百万円、財務活動による支出超過３千万円などにより、前連結会計期間末に比べて

５千２百万円減少し、３億４千７百万円（前連結会計期間末比１３．２％減）となりました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。
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(営業活動によるキャッシュ・フロー)
税金等調整前四半期純利益１億１千１百万円、減価償却費１億５千６百万円、仕入債務の増加４億４百万円に対
して、売上債権の増加７億４千７百万円などにより、２億９千５百万円の収入超過となりました。

売上債権の増加につきましては、主に、機械販売部門の建設機械、商品販売部門の貿易関連商品や建設資材などの

売上債権が増加したことによるものであります。仕入債務の増加につきましては、主に、機械販売部門の建設機械や

商品販売部門の建設資材などの仕入債務が増加したことによるものであります。　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

有形固定資産の取得による支出などにより３億１千７百万円の支出超過となりました。

有形固定資産の取得による支出につきましては、主に新潟東港地区の東港ターミナル６号上屋、７号倉庫の完成

によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

短期借入金の純増５億円、長期借入金の純減３億５千４百万円、親会社による配当金の支払１億７千５百万円な

どにより３千万円の支出超過となりました。
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第５【経理の状況】
　

２.　監査証明について
（訂正前）

　当社は、金融商品取引法193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受け

ております。

　なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって、新日本監査法人から

名称変更しております。

　

（訂正後）

　当社は、金融商品取引法193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受け

ております。

　なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって、新日本監査法人から

名称変更しております。

また、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受け、改めて独立監査人

の四半期レビュー報告書を受領しております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

（訂正前）　

    (単位：千円）

 
当第１四半期連結会計期間末

（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

資産の部     

　流動資産     

　　現金及び預金  359,779  411,703

　　受取手形及び売掛金  4,645,090  3,885,578

　　有価証券  34,300  46,296

　　商品 ※4 268,671  315,010

　　原材料　　　　　　　　　　　  23,752  25,909

　　仕掛品  37,937  29,114

　　繰延税金資産  270,367  187,438

　　その他  1,101,019  1,267,484

　　貸倒引当金  △17,407  △12,357

　　流動資産合計  6,723,510  6,156,176

　固定資産     

　　有形固定資産     

　　　建物及び構築物  22,629,232  21,825,411

　　　　減価償却累計額  △13,181,378  △13,055,926

　　　　建物及び構築物（純額）  9,447,853  8,769,484

　　　機械装置及び運搬具  2,385,870  2,385,914

　　　　減価償却累計額  △2,039,049  △2,035,942

　　　　機械装置及び運搬具（純額）  346,820  349,972

　　　土地 ※4 22,184,608  22,178,124

　　　建設仮勘定  204,855  892,080

　　　その他  1,631,986  1,625,603

　　　　減価償却累計額  △1,421,719  △1,432,680

　　　　その他（純額）  210,267  192,922

　　　有形固定資産合計  32,394,405  32,382,584

　　無形固定資産     

　　　その他  152  181

　　　無形固定資産合計  152  181

　　投資その他の資産     

　　　投資有価証券  4,932,269  4,534,586

　　　繰延税金資産  85,995  91,634

　　　その他  1,855,779  991,274

　　　貸倒引当金  △164,591  △176,976

　　　投資その他の資産合計  6,709,453  5,440,519

　　固定資産合計  39,104,010  37,823,286

　資産合計  45,827,521  43,979,463
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    (単位：千円）

 
当第１四半期連結会計期間末

（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

負債の部     

　流動負債     

　　支払手形及び営業未払金  3,357,850  2,883,228

　　短期借入金  7,450,000  6,950,000

　　1年内返済予定の長期借入金  2,873,232  2,790,652

　　1年内償還予定の社債  150,000  150,000

　　未払法人税等  209,669  165,277

　　賞与引当金  177,733  118,108

　　その他  1,756,440  1,550,328

　　流動負債合計  15,974,926  14,607,595

　固定負債     

　　長期借入金  3,566,000  4,002,665

　　繰延税金負債　  2,944,372  2,781,809

　　再評価に係る繰延税金負債  6,600,427  6,600,427

　　退職給付引当金  542,466  525,301

　　役員退職慰労引当金  168,074  196,943

　　その他  995,626  519,200

　　固定負債合計  14,816,967  14,626,346

　負債合計  30,791,893  29,233,942

純資産の部     

　株主資本     

　　資本金  1,950,000  1,950,000

　　資本剰余金  809,459  809,459

　　利益剰余金  2,886,010  2,834,108

　　自己株式  △6,391  △6,259

　　株主資本合計  5,639,079  5,587,308

　評価・換算差額等     

　　その他有価証券評価差額金  1,533,563  1,295,227

　　土地再評価差額金  7,862,984  7,862,984

　　評価・換算差額等合計  9,396,548  9,158,211

　純資産合計  15,035,627  14,745,520

負債純資産合計  45,827,521  43,979,463

（訂正後）　

    (単位：千円）

 
当第１四半期連結会計期間末

（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

資産の部     

　流動資産     

　　現金及び預金  359,779  411,703

　　受取手形及び売掛金  4,532,600  3,772,770

　　有価証券  34,300  46,296

　　商品 ※5 268,671  315,010

　　原材料　　　　　　　　　　　  23,752  25,909

　　仕掛品  37,937  29,114

　　繰延税金資産  261,977  198,509

　　その他  880,519  1,267,484

　　貸倒引当金  △57,896  △38,882

　　流動資産合計  6,341,642  6,027,915

　固定資産     

　　有形固定資産     

　　　建物及び構築物  22,629,232  21,825,411
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    (単位：千円）

 
当第１四半期連結会計期間末

（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

　　　　減価償却累計額  △13,181,378  △13,055,926

　　　　建物及び構築物（純額）  9,447,853  8,769,484

　　　機械装置及び運搬具  2,385,870  2,385,914

　　　　減価償却累計額  △2,039,049  △2,035,942

　　　　機械装置及び運搬具（純額）  346,820  349,972

　　　土地 ※5 22,184,608  22,178,124

　　　建設仮勘定  204,855  892,080

　　　その他  1,631,986  1,625,603

　　　　減価償却累計額  △1,421,719  △1,432,680

　　　　その他（純額）  210,267  192,922

　　　有形固定資産合計  32,394,405  32,382,584

　　無形固定資産     

　　　その他  152  181

　　　無形固定資産合計  152  181

　　投資その他の資産     

　　　投資有価証券  4,932,269  4,534,586

　　　繰延税金資産  63,955  91,634

　　　その他  2,188,769  1,104,083

　　　貸倒引当金  △497,581  △289,784

　　　投資その他の資産合計  6,687,413  5,440,519

　　固定資産合計  39,081,971  37,823,286

　資産合計  45,423,613  43,851,201
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    (単位：千円）

 
当第１四半期連結会計期間末

（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

負債の部     

　流動負債     

　　支払手形及び営業未払金  3,357,850  2,883,228

　　短期借入金 ※4 7,450,000 ※4 6,950,000

　　1年内返済予定の長期借入金 ※4 2,873,232 ※4 2,790,652

　　1年内償還予定の社債  150,000  150,000

　　未払法人税等  209,669  165,277

繰延税金負債  6,743  ―

　　賞与引当金  177,733  118,108

　　その他  1,756,440  1,550,328

　　流動負債合計  15,981,669  14,607,595

　固定負債     

　　長期借入金 ※4 3,566,000 ※4 4,002,665

　　繰延税金負債　  2,963,784  2,781,809

　　再評価に係る繰延税金負債  6,600,427  6,600,427

　　退職給付引当金  542,466  525,301

　　役員退職慰労引当金  168,074  196,943

　　その他  995,626  519,200

　　固定負債合計  14,836,380  14,626,346

　負債合計  30,818,050  29,233,942

純資産の部     

　株主資本     

　　資本金  1,950,000  1,950,000

　　資本剰余金  809,459  809,459

　　利益剰余金  2,455,946  2,705,847

　　自己株式  △6,391  △6,259

　　株主資本合計  5,209,015  5,459,047

　評価・換算差額等     

　　その他有価証券評価差額金  1,533,563  1,295,227

　　土地再評価差額金  7,862,984  7,862,984

　　評価・換算差額等合計  9,396,548  9,158,211

　純資産合計  14,605,563  14,617,259

負債純資産合計  45,423,613  43,851,201
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（２）【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

（訂正前）　

  （単位：千円)

　 当第１四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日

至　平成20年６月30日）

売上高  

　運輸作業収入 2,712,967

　港湾営業収入 60,098

　不動産売上高 133,561

　機械営業収入 540,873

　ホテル営業収入　 882,756

　商品売上高 1,755,920

　その他の事業収入 412,594

　売上高 6,498,772

売上原価  

　運輸作業費 2,404,809

　港湾営業費 50,615

　不動産売上原価 78,494

　機械営業費 525,262

　ホテル営業費 761,247

　商品売上原価 1,683,866

　その他の事業費用 269,120

　売上原価 5,773,416

売上総利益 725,355

販売費及び一般管理費  

　役員報酬 53,170

　給料 72,784

　賞与 17,515

　賞与引当金繰入額 4,672

　退職給付費用 10,419

　役員退職慰労引当金繰入額 6,968

　福利厚生費 38,224

　減価償却費 6,855

　雑費 175,146

　販売費及び一般管理費合計 385,756

営業利益 339,599

営業外収益  

　受取利息 2,914

　受取配当金 60,442

　雑収入 16,780

　営業外収益合計 80,137

営業外費用  

　支払利息 57,682

　雑支出 4,836

　営業外費用合計 62,519

経常利益 357,216
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  （単位：千円)

　 当第１四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日

至　平成20年６月30日）

特別利益  

　固定資産売却益 5,916

貸倒引当金戻入額 849

　特別利益合計　 6,766

特別損失  

　固定資産処分損 628

　投資有価証券評価損 2,715

　販売用不動産評価損 13,621

　その他 1,747

　特別損失合計　 18,712

税金等調整前四半期純利益 345,271

法人税、住民税及び事業税 181,139

法人税等調整額 △76,649

法人税等合計 104,489

四半期純利益 240,781

（訂正後）　

  （単位：千円)

　 当第１四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日

至　平成20年６月30日）

売上高  

　運輸作業収入 2,712,967

　港湾営業収入 60,098

　不動産売上高 133,561

　機械営業収入 540,873

　ホテル営業収入　 882,756

　商品売上高 1,755,920

　その他の事業収入 412,594

　売上高 6,498,772

売上原価  

　運輸作業費 2,404,809

　港湾営業費 50,615

　不動産売上原価 78,494

　機械営業費 525,262

　ホテル営業費 761,247

　商品売上原価 1,683,866

　その他の事業費用 269,120

　売上原価 5,773,416

売上総利益 725,355

販売費及び一般管理費  

　役員報酬 53,170

　給料 72,784

　賞与 17,515

　賞与引当金繰入額 4,672

　退職給付費用 10,419

　役員退職慰労引当金繰入額 6,968

　福利厚生費 38,224

　減価償却費 6,855

貸倒引当金繰入額 13,114

　雑費 175,146

　販売費及び一般管理費合計 398,870
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  （単位：千円)

　 当第１四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日

至　平成20年６月30日）

営業利益 326,485

営業外収益  

　受取利息 2,914

　受取配当金 60,442

　雑収入 16,780

　営業外収益合計 80,137

営業外費用  

　支払利息 57,682

　雑支出 4,836

　営業外費用合計 62,519

経常利益 344,102
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  （単位：千円)

　 当第１四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日

至　平成20年６月30日）

特別利益  

　固定資産売却益 5,916

　特別利益合計　 5,916

特別損失  

　固定資産処分損 628

　投資有価証券評価損 2,715

貸倒引当金繰入額 220,181

　販売用不動産評価損 13,621

　その他 1,747

　特別損失合計　 238,894

税金等調整前四半期純利益 111,125

法人税、住民税及び事業税 181,139

法人税等調整額 △8,993

法人税等合計 172,146

四半期純損失(△) △61,021
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（訂正前）　

  （単位：千円）

　 当第１四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日

　至　平成20年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー  

　税金等調整前四半期純利益 345,271

　減価償却費 156,313

　貸倒引当金の増減額（△は減少） △7,334

　賞与引当金の増減額（△は減少） 59,625

　退職給付引当金の増減額（△は減少）　 17,164

　役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △28,868

　受取利息及び受取配当金 △63,356

　支払利息 57,682

　有形固定資産売却益 △5,916

　有形固定資産処分損 628

　投資有価証券評価損益（△は益） 2,715

　ゴルフ会員権評価損 1,500

　たな卸資産評価損 13,709

　売上債権の増減額（△は増加） △747,361

　たな卸資産の増減額（△は増加） 17,683

　その他の資産の増減額（△は増加） △591,399

　仕入債務の増減額（△は減少） 404,226

　その他の負債の増減額（△は減少） 781,916

　その他　 △2,488

　小計 411,711

　利息及び配当金の受取額 63,356

　利息の支払額 △58,224

　法人税等の支払額 △130,378

　法人税等の還付額 8,683

　営業活動によるキャッシュ・フロー 295,148

投資活動によるキャッシュ・フロー  

　定期預金の預入による支出 △10,900

　定期預金の払戻による収入 10,000

　有価証券の売却による収入 12,000

　有形固定資産の取得による支出 △196,521

　有形固定資産の売却による収入 6,914

　投資有価証券の取得による支出　 △82

　貸付けによる支出 △120,000

　貸付金の回収による収入 41,430

　その他の支出 △62,979

　その他の収入 2,291

　投資活動によるキャッシュ・フロー △317,847
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  （単位：千円）

　 当第１四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日

　至　平成20年６月30日）

財務活動によるキャッシュ・フロー  

　短期借入金の純増減額（△は減少） 500,000

　長期借入れによる収入 300,000

　長期借入金の返済による支出 △654,085

　リース債務の返済による支出 △550

　自己株式の取得による支出 △131

　配当金の支払額 △175,358

　財務活動によるキャッシュ・フロー △30,124

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △52,823

現金及び現金同等物の期首残高 400,803

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 347,979

（訂正後）　

  （単位：千円）

　 当第１四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日

　至　平成20年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー  

　税金等調整前四半期純利益 111,125

　減価償却費 156,313

　貸倒引当金の増減額（△は減少） 226,811

　賞与引当金の増減額（△は減少） 59,625

　退職給付引当金の増減額（△は減少）　 17,164

　役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △28,868

　受取利息及び受取配当金 △63,356

　支払利息 57,682

　有形固定資産売却益 △5,916

　有形固定資産処分損 628

　投資有価証券評価損益（△は益） 2,715

　ゴルフ会員権評価損 1,500

　たな卸資産評価損 13,709

　売上債権の増減額（△は増加） △747,361

　たな卸資産の増減額（△は増加） 17,683

　その他の資産の増減額（△は増加） △591,399

　仕入債務の増減額（△は減少） 404,226

　その他の負債の増減額（△は減少） 781,916

　その他　 △2,488

　小計 411,711

　利息及び配当金の受取額 63,356

　利息の支払額 △58,224

　法人税等の支払額 △130,378

　法人税等の還付額 8,683

　営業活動によるキャッシュ・フロー 295,148

投資活動によるキャッシュ・フロー  

　定期預金の預入による支出 △10,900

　定期預金の払戻による収入 10,000

　有価証券の売却による収入 12,000

　有形固定資産の取得による支出 △196,521

　有形固定資産の売却による収入 6,914

　投資有価証券の取得による支出　 △82

　貸付けによる支出 △120,000

　貸付金の回収による収入 41,430

　その他の支出 △62,979
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  （単位：千円）

　 当第１四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日

　至　平成20年６月30日）

　その他の収入 2,291

　投資活動によるキャッシュ・フロー △317,847
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  （単位：千円）

　 当第１四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日

　至　平成20年６月30日）

財務活動によるキャッシュ・フロー  

　短期借入金の純増減額（△は減少） 500,000

　長期借入れによる収入 300,000

　長期借入金の返済による支出 △654,085

　リース債務の返済による支出 △550

　自己株式の取得による支出 △131

　配当金の支払額 △175,358

　財務活動によるキャッシュ・フロー △30,124

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △52,823

現金及び現金同等物の期首残高 400,803

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 347,979
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（四半期連結貸借対照表関係）

（訂正前）　

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１　（省略） １　（省略）

２　（省略） ２　（省略）

　３　（省略） 　３　（省略）

※４　商品(販売用不動産）の所有目的の変更
従来、販売用不動産として所有していた土地6,483千

円を所有目的の変更により固定資産に振り替えており

ます。

 

（訂正後）　

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１　（省略） １　（省略）

２　（省略） ２　（省略）

　３　（省略） 　３　（省略）

※４　財務制限条項

　当社グループは運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行とロー

ン契約等を締結しており、それぞれについて財務制限条項が付されてお

ります。契約及び財務制限条項の内容は以下の通りです。

シンジケートローンによる金銭消費貸借契約（コミットメントライン

及びタームローン）

（平成16年６月１日契約分）

・契約極度額

コミットメントライン 4,000,000千円

（契約期間：平成17年５月31日）

タームローン　　 　  3,000,000千円

（契約期間：平成21年５月31日）

・平成20年６月30日時点の借入残高

コミットメントライン　　　  ―

タームローン　　 　    600,000千円 

・未実行残高

コミットメントライン        ―

タームローン　　　　　　　  ―

　上記の契約には、下記の財務制限条項が付されております。

①　平成16年３月の決算以降より平成21年５月の最終返済日までの

　間、本決算及び第２四半期決算の末日において、連結貸借対照表に

　おける資本の部の金額が、平成15年３月末日の資本の部の75％以上

　を維持すること。

②　連結貸借対照表における自己資本比率（純資産額÷総資産額

　×100）を10％以上に維持すること。

③　連結のインタレストカバレッジレシオ｛（営業利益＋受取利息＋

　減価償却費）÷（支払利息＋割引料）｝を1.0倍以上に維持するこ

　と。

※４　財務制限条項

　当社グループは運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行とロー

ン契約等を締結しており、それぞれについて財務制限条項が付されて

おります。契約及び財務制限条項の内容は以下の通りです。

シンジケートローンによる金銭消費貸借契約（コミットメントライン

及びタームローン）

（平成16年６月１日契約分）

・契約極度額

コミットメントライン 4,000,000千円

（契約期間：平成17年５月31日）

タームローン　　 　  3,000,000千円

（契約期間：平成21年５月31日）

・平成20年３月31日時点の借入残高

コミットメントライン　　　  ―

タームローン　　 　    750,000千円 

・未実行残高

コミットメントライン        ―

タームローン　　　　　　　  ―

　上記の契約には、下記の財務制限条項が付されております。

①　平成16年３月の決算以降より平成21年５月の最終返済日までの

　間、本決算及び第２四半期決算の末日において、連結貸借対照表に

　おける資本の部の金額が、平成15年３月末日の資本の部の75％以

　上を維持すること。

②　連結貸借対照表における自己資本比率（純資産額÷総資産額

　×100）を10％以上に維持すること。

③ 連結のインタレストカバレッジレシオ｛（営業利益＋受取利息＋

　減価償却費）÷（支払利息＋割引料）｝を1.0倍以上に維持するこ

　と。
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当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

（平成17年６月１日契約分）

・契約極度額

コミットメントライン 4,000,000千円

（契約期間：平成18年５月31日）

タームローン　　 　  2,500,000千円

（契約期間：平成22年５月31日）

・平成20年６月30日時点の借入残高

コミットメントライン　　　　―

タームローン　　 　  1,000,000千円 

・未実行残高

コミットメントライン   　　 ―

タームローン　　　　　 　　 ―

 上記の契約には、下記の財務制限条項が付されております。

①　平成17年３月の決算以降より平成22年５月の最終返済日までの

　間、本決算及び第２四半期決算の末日において、連結貸借対照表に

　おける資本の部の金額が、平成16年3月末日の資本の部の75％以

　上を維持すること。

②　連結貸借対照表における自己資本比率（純資産額÷総資産額

　×100）を10％以上に維持すること。

③　連結のインタレストカバレッジレシオ｛（営業利益＋受取利息＋

　減価償却費）÷（支払利息＋割引料）｝を1.0倍以上に維持するこ

　と。

（平成18年６月１日契約分）

・契約極度額

コミットメントライン 4,000,000千円

（契約期間：平成19年５月31日）

タームローン　　 　  2,500,000千円

（契約期間：平成23年５月31日）

・平成20年６月30日時点の借入残高

コミットメントライン　　　　―

タームローン　　 　    525,000千円 

・未実行残高

コミットメントライン        ―

タームローン　　　　        ―

　上記の契約には、下記の財務制限条項が付されております。

①　平成18年３月の決算以降より平成23年5月の最終返済日までの

　間、本決算及び第２四半期決算の末日において、連結貸借対照表に

　おける資本の部の金額が、平成17年3月末日の資本の部の75％以

　上を維持すること。

②　連結貸借対照表における自己資本比率（純資産額÷総資産額

　×100）を10％以上に維持すること。

③　連結のインタレストカバレッジレシオ｛（営業利益＋受取利息＋

　減価償却費）÷（支払利息＋割引料）｝を1.0倍以上に維持するこ

　と。

　（平成17年６月１日契約分）

・契約極度額

コミットメントライン 4,000,000千円

（契約期間：平成18年５月31日）

タームローン　　 　  2,500,000千円

（契約期間：平成22年５月31日）

・平成20年3月31日時点の借入残高

コミットメントライン　　　  ―

タームローン　　 　  1,125,000千円 

・未実行残高

コミットメントライン   　　 ―

タームローン　　　　　 　　 ―

　上記の契約には、下記の財務制限条項が付されております。

①　平成17年３月の決算以降より平成22年５月の最終返済日までの

　間、本決算及び第２四半期決算の末日において、連結貸借対照表に

　おける資本の部の金額が、平成16年３月末日の資本の部の75％以

　上を維持すること。

②　連結貸借対照表における自己資本比率（純資産額÷総資産額

　×100）を10％以上に維持すること。

③　連結のインタレストカバレッジレシオ｛（営業利益＋受取利息＋

　減価償却費）÷（支払利息＋割引料）｝を1.0倍以上に維持するこ

　と。

（平成18年６月１日契約分）

・契約極度額

コミットメントライン 4,000,000千円

（契約期間：平成19年５月31日）

タームローン　　 　  2,500,000千円

（契約期間：平成23年５月31日）

・平成20年3月31日時点の借入残高

コミットメントライン　　　　―

タームローン　　 　    568,750千円 

・未実行残高

コミットメントライン        ―

タームローン　　　　        ―

　上記の契約には、下記の財務制限条項が付されております。

①　平成18年３月の決算以降より平成23年５月の最終返済日までの

　間、本決算及び第２四半期決算の末日において、連結貸借対照表に

　おける資本の部の金額が、平成17年3月末日の資本の部の75％以

　上を維持すること。

②　連結貸借対照表における自己資本比率（純資産額÷総資産額

　×100）を10％以上に維持すること。

③　連結のインタレストカバレッジレシオ｛（営業利益＋受取利息＋

　減価償却費）÷（支払利息＋割引料）｝を1.0倍以上に維持するこ

　と。
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当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

（平成19年６月１日契約分）

・契約極度額

コミットメントライン 4,000,000千円

（契約期間：平成22年５月31日）

タームローン　　 　  2,500,000千円

（契約期間：平成24年５月31日）

・平成20年６月30日時点の借入残高

コミットメントライン 4,000,000千円

タームローン　　 　  2,500,000千円 

・未実行残高

コミットメントライン        ―

タームローン　　　　        ―

　上記の契約には、下記の財務制限条項が付されております。

①　平成19年３月の決算以降より平成24年5月の最終返済日までの

　間、本決算及び第２四半期決算の末日において、連結貸借対照表に

　おける純資産の部の金額が、平成18年3月末日の資本の部の75％以

　上を維持すること。

②　連結貸借対照表における自己資本比率（純資産額÷総資産額

　×100）を10％以上に維持すること。

③　連結のインタレストカバレッジレシオ｛（営業利益＋受取利息＋

　減価償却費）÷（支払利息＋割引料）｝を1.0倍以上に維持するこ

　と。

（平成20年６月２日契約分）

・契約極度額

タームローン　　 　  2,000,000千円

（契約期間：平成25年５月31日）

・平成20年６月30日時点の借入残高

タームローン　　 　        ― 

・未実行残高

タームローン　　　　 2,000,000千円

　上記の契約には、下記の財務制限条項が付されております。

①　平成20年３月の決算以降より平成25年５月の最終返済日までの

　間、本決算及び第２四半期決算の末日において、連結貸借対照表に

おける純資産の部の金額が、平成19年３月末日の純資産の部の75％以

上を維持すること。

②　連結貸借対照表における自己資本比率（純資産額÷総資産額

　×100）を10％以上に維持すること。

③　連結のインタレストカバレッジレシオ｛（営業利益＋受取利息＋

　減価償却費）÷（支払利息＋割引料）｝を1.0倍以上に維持するこ

　と。　

（平成19年６月１日契約分）

・契約極度額

コミットメントライン 4,000,000千円

（契約期間：平成22年５月31日）

タームローン　　 　  2,500,000千円

（契約期間：平成24年５月31日）

・平成20年3月31日時点の借入残高

コミットメントライン 4,000,000千円

タームローン　　 　  2,200,000千円 

・未実行残高

コミットメントライン        ―

タームローン　　　　   300,000千円

　上記の契約には、下記の財務制限条項が付されております。

①　平成19年３月の決算以降より平成24年５月の最終返済日までの

　間、本決算及び第２四半期決算の末日において、連結貸借対照表に

　おける純資産の部の金額が、平成18年３月末日の資本の部の75％以

　上を維持すること。

②　連結貸借対照表における自己資本比率（純資産額÷総資産額

　×100）を10％以上に維持すること。

③　連結のインタレストカバレッジレシオ｛（営業利益＋受取利息＋

　減価償却費）÷（支払利息＋割引料）｝を1.0倍以上に維持するこ

　と。

※５　商品(販売用不動産）の所有目的の変更
従来、販売用不動産として所有していた土地6,483千

円を所有目的の変更により固定資産に振り替えており

ます。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

（訂正前）

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　
運輸作業
部門

(千円)

港湾部門

(千円)

不動産部門

(千円)

機械販売
部門

(千円)

ホテル事業
部門

(千円)

商品販売
部門

(千円)

その他事業
部門

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

 売上高           

(1)外部顧客に対する

　 売上高
2,712,967 60,098 133,561 540,873 882,756 1,755,920 412,594 6,498,772 ― 6,498,772

(2)セグメント間の内部

　 売上高又は振替高
21,022 ― 126,171 2,918 7,915 34,034 3,011 195,074 (195,074) ―

計 2,733,990 60,098 259,732 543,791 890,671 1,789,955 415,605 6,693,846 (195,074) 6,498,772

営業利益 275,652 9,307 101,088 15,667 9,798 48,418 144,342 604,274 (264,675) 339,599

　(注)　１　事業区分は、四半期連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分しております。

２　事業区分に属する主な内容

事業区分　　　　　　　　　　　　　　　　 主なる事業内容

運輸作業部門　　………　港湾運送事業、通運事業、倉庫事業、貨物自動車事業

港湾部門　　　　………　船舶碇繋場業(繋船、纜取、給水業務)

不動産部門　　　………　土地建物の賃貸、分譲及び仲介業

機械販売部門　　………　建設機械等の販売、修理及び整備業

ホテル事業部門　………　ホテル、結婚式場、レストランの経営

商品販売部門　　………　セメント製品等の販売、輸入製品の販売

その他事業部門　………　産業廃棄物の処理業務、通関業務、船舶代理店業務、保険代理店業務、

　　　　　　　　　　　　航空貨物取扱業務、物品賃貸業、ＯＡ機器の販売

（訂正後）

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　
運輸作業
部門

(千円)

港湾部門

(千円)

不動産部門

(千円)

機械販売
部門

(千円)

ホテル事業
部門

(千円)

商品販売
部門

(千円)

その他事業
部門

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

 売上高           

(1)外部顧客に対する

　 売上高
2,712,967 60,098 133,561 540,873 882,756 1,755,920 412,594 6,498,772 ― 6,498,772

(2)セグメント間の内部

　 売上高又は振替高
21,022 ― 126,171 2,918 7,915 34,034 3,011 195,074 (195,074) ―

計 2,733,990 60,098 259,732 543,791 890,671 1,789,955 415,605 6,693,846 (195,074) 6,498,772

営業利益 275,652 9,307 101,088 15,667 9,798 36,571 144,342 592,428 (265,943) 326,485

　(注)　１　事業区分は、四半期連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分しております。

２　事業区分に属する主な内容

事業区分　　　　　　　　　　　　　　　　 主なる事業内容

運輸作業部門　　………　港湾運送事業、通運事業、倉庫事業、貨物自動車事業

港湾部門　　　　………　船舶碇繋場業(繋船、纜取、給水業務)

不動産部門　　　………　土地建物の賃貸、分譲及び仲介業

機械販売部門　　………　建設機械等の販売、修理及び整備業

ホテル事業部門　………　ホテル、結婚式場、レストランの経営

商品販売部門　　………　セメント製品等の販売、輸入製品の販売

その他事業部門　………　産業廃棄物の処理業務、通関業務、船舶代理店業務、保険代理店業務、

　　　　　　　　　　　　航空貨物取扱業務、物品賃貸業、ＯＡ機器の販売
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（１株当たり情報）

（訂正前）　

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 557.24 円 １株当たり純資産額 546.48 円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 8.92 円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額  

四半期純利益（千円） 240,781

普通株主に帰属しない金額（千円） ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 240,781

期中平均株式数（千株） 26,982

（訂正後）　

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 541.31 円 １株当たり純資産額 541.72 円

２．１株当たり四半期純損失金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 2.26 円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額  

四半期純損失（千円） 61,021

普通株主に帰属しない金額（千円） ―

普通株式に係る四半期純損失（千円） 61,021

期中平均株式数（千株） 26,982
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年９月13日

株式会社リンコーコーポレーション

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 塚田　一誠　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 清水　栄一　　印

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられ

ている株式会社リンコーコーポレーションの平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの

連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成２０年４月１日から平成２０年６月３０日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有す

る者等に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が

国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に

比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社リンコーコーポ

レーション及び連結子会社の平成２０年６月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第

１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項が、すべての重要な点において認められなかった。

追記情報

　１．「第５ 経理の状況 ２．監査証明について」に記載されているとおり、会社は金融商品取引

　　法第２４条の４の７第４項の規定に基づき四半期連結財務諸表を訂正している。当監査法人は

　　訂正後の四半期連結財務諸表について四半期レビューを行った。

  ２．「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとお

　　り、会社は当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」及び「リース

　　取引に関する会計基準」を適用している。

　３．偶発債務の注記に記載のとおり、新潟東港コンテナターミナル内にある新潟県が所有し、四

　　半期連結財務諸表提出会社が荷役作業を行っていたガントリークレーンが強風により倒壊する

　　という事故が発生した。事故の原因究明や責任の所在については、現在も継続している警察等

　　による調査結果を待たなければならないが、この結果生ずるかもしれない負担金額について

　　は、四半期連結財務諸表に計上されていない。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係 

はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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